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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月12日(2016.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
清浄組成物の眼および／または皮膚の刺激の緩和における使用のための、架橋された非イ
オン性の両親媒性分散ポリマーを含む組成物であって、該架橋された非イオン性の両親媒
性分散ポリマーは、
　ｉ）６０～９０重量％のＮ－ビニルピロリドン（全モノマー重量に基づく）；
　ｉｉ）１０～３５重量％の、ビニルアセテート、ビニルプロピオネート、ビニルブチレ
ート、ビニルイソブチレート、ビニルバレレート、ビニルヘキサノエート、ビニル２－メ
チルヘキサネート、ビニル２－エチルヘキサノエート、ビニルイソ－オクタノエート、ビ
ニルノナノエート、ビニルネオデカノエート、ビニルデカノエート、ビニルベルサテート
、ビニルラウレート、ビニルパルミテート、およびビニルステアレートから選択されるビ
ニルエステルの少なくとも１つ；
　ｉｉｉ）０または０．５～５重量％の、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘ
キシル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリ
レート、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデ
シル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、およびベヘニル（メタ）
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アクリレートから選択されるＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；
　ｉｖ）０または０．５～４．５重量％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／また
は半疎水性モノマー（該重量％は、全モノマーの重量に基づく）；および
　ｖ）１つの態様では０．０１～１重量％、または０．１～０．３重量％の少なくとも１
つの架橋剤（該ポリマーの乾燥重量に基づく）；
を含むフリーラジカル重合性モノマー混合物から調製され、
該清浄組成物が、
ａ）水；
ｂ）１～５重量％の該架橋された非イオン性の両親媒性分散ポリマー；および
ｃ）６～２０重量％の、陰イオン性界面活性剤および両性界面活性剤を含む界面活性剤混
合物
を含み、但し、少なくとも１つのモノマーｉｉｉ）およびｉｖ）が存在しなければならず
、モノマーｉｉｉ）およびｉｖ）の両方が該モノマー混合物中に存在する場合、該モノマ
ーｉｉｉ）とｉｖ）との重量の組み合わせが全モノマー混合物の重量の５重量％を超えて
はならないものとし、
該会合性モノマーが、以下の式ＶＩＩＢ：
【化１５】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、およびＣ４

Ｈ８から独立して選択される２価のアルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の
整数を示し、（Ｒ１５－Ｏ）をランダム配置またはブロック配置で配置することができ；
Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環
式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニル、およびア
リール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであり、Ｒ
１６のアルキル基、アリール基、フェニル基は、任意選択的に、ヒドロキシル基、アルコ
キシル基、ベンジル基、スチリル基、およびハロゲン基からなる群から選択される１つ以
上の置換基を含む）によって示され、
該半疎水性モノマーが、以下の式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：

【化１７】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、１つの態様では、０または２～約
１２０、別の態様では約５～約４５、１つのさらなる態様では約１０～約０．２５の範囲
の整数であり、「ｂ」は、１つの態様では約０または２～約１２０、別の態様では約５～
約４５、１つのさらなる態様では約１０～約０．２５の範囲の整数であり、但し、「ａ」
および「ｂ」は、同時に０であってはならない）によって示される少なくとも１つのモノ
マー
から選択される、
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組成物。
【請求項２】
前記少なくとも１つのビニルエステルが、ビニルアセテート、ビニルデカノエート、また
はその混合物から選択される、請求項１に記載の使用のための組成物。
【請求項３】
前記少なくとも１つの会合性モノマーがベヘニルポリエトキシル化メタクリレートであり
、前記半疎水性モノマーがメトキシポリエチレングリコールメタクリレートである、請求
項１または２に記載の使用のための組成物。
【請求項４】
前記少なくとも１つのＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートモノマーが、ラウリル
メタクリレート、ステアリルメタクリレート、またはその混合物から選択される、請求項
１～３のいずれかに記載の使用のための組成物。
【請求項５】
前記会合性モノマーおよび／または半疎水性モノマーが２～３０モルのエトキシル化を含
む、請求項１～４のいずれかに記載の使用のための組成物。
【請求項６】
前記陰イオン性界面活性剤が、１つの態様では平均して１～３モルのエトキシル化または
別の態様では平均して１～２モルのエトキシル化を含む、請求項１～５のいずれかに記載
の使用のための組成物。
【請求項７】
前記陰イオン性界面活性剤と前記両性界面活性剤の比が、約１０：１～約２：１（重量／
重量）の範囲である、請求項１～６のいずれかに記載の使用のための組成物。
【請求項８】
前記陰イオン性界面活性剤が、ドデシル硫酸、ラウリル硫酸、ラウレス硫酸のナトリウム
塩またはアンモニウム塩、またはその混合物から選択される、請求項１～７のいずれかに
記載の使用のための組成物。
【請求項９】
前記両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、請求項１～８のいずれかに記載
の使用のための組成物。
【請求項１０】
前記会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、セチルポリエ
トキシル化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、
ステアリルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシル化（メタ
）アクリレート、ベヘニルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキ
シル化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、メリ
シルポリエトキシル化（メタ）アクリレートから選択され、該モノマーのポリエトキシル
化ポーションが、約２～約５０個のエチレンオキシド単位を含み、前記半疎水性モノマー
が、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレートまたはポリエチレングリコー
ル（メタ）アクリレートから選択され、該モノマーのポリエトキシル化ポーションが、約
２～約５０個のエチレンオキシド単位を含む、請求項１に記載の使用のための組成物。
【請求項１１】
前記架橋剤が、平均３個の架橋可能な不飽和官能基を有するモノマーから選択される、請
求項１に記載の使用のための組成物。
【請求項１２】
前記架橋剤がペンタエリスリトールトリアリルエーテルである、請求項１～１１のいずれ
かに記載の使用のための組成物。
【請求項１３】
前記分散ポリマーを立体安定剤ポリマーの存在下で調製する、請求項１に記載の使用のた
めの組成物。
【請求項１４】
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前記立体安定剤が、Ｎ－ビニルピロリドン／ステアリルメタクリレート／ブチルアクリレ
ートのコポリマー、Ｃ２０～Ｃ２４アルキル置換無水コハク酸とグリセリンおよび／また
は２～６グリセリン単位を含むポリグリセロールから選択されるポリオールとの反応生成
物のエステル、およびその混合物から選択される、請求項１３に記載の使用のための組成
物。
【請求項１５】
前記清浄組成物が、シャンプー、ベビー用シャンプー、ボディウォッシュ、シャワージェ
ル、液体ハンドソープ、液体食器用洗剤、ペット用清浄製品、加湿清浄ワイプ、または顔
用清浄剤から選択される、請求項１～１４のいずれかに記載の使用のための組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
界面活性剤含有組成物によって誘導される皮膚刺激を低減する方法であって、該皮膚を少
なくとも１つの陰イオン性界面活性剤ならびに有効量の少なくとも１つの親水性モノマー
および少なくとも１つの疎水性モノマーを含むフリーラジカル重合性モノマー組成物から
調製した少なくとも１つの非イオン性の両親媒性刺激緩和ポリマーを含む清浄組成物と接
触させる工程を含み、前記親水性モノマーがＮ－ビニルラクタムから選択され、前記疎水
性モノマーがＣ１～Ｃ２２カルボン酸のビニルエステルまたはその混合物から選択される
、方法。
（項目２）
前記モノマー組成物が、１～３０個の炭素原子を含むアルキル基を有する（メタ）アクリ
ル酸のアルキルエステル、会合性モノマー、半疎水性モノマー、およびその混合物から選
択される疎水性モノマーをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
前記ポリマーを、少なくとも３０重量％の前記親水性モノマーおよび少なくとも５重量％
の前記疎水性モノマーを含むモノマー混合物から調製する、前記項目のいずれかに記載の
組成物。
（項目４）
前記刺激緩和ポリマーの濃度が、前記清浄組成物の重量に基づいて、約０．５～約５重量
％の範囲である、項目１に記載の方法。
（項目５）
前記陰イオン性界面活性剤の濃度が、前記清浄組成物の重量に基づいて、３０重量％以下
である、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目６）
前記モノマー混合物が、前記ポリマーの総重量に基づいて、約０．０１～約１重量％を前
記ポリマー中に組み込むのに十分な量で存在する架橋性モノマーを含む、前記項目のいず
れかに記載の組成物。
（項目７）
前記架橋性モノマーが平均して約３個の架橋可能な不飽和部分を含む、前記項目のいずれ
かに記載の組成物。
（項目８）
前記モノマー混合物が、乾燥ポリマーの総重量に基づいて、約０．０１～約０．３重量％
を前記ポリマー中に組み込むのに十分な量で存在する架橋性モノマーを含む、前記項目の
いずれかに記載の組成物。
（項目９）
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前記ビニルラクタムがＮ－ビニルピロリドンであり、前記ビニルエステルが、ビニルホル
メート、ビニルアセテート、ビニルプロピオネート、ビニルブチレート、ビニルイソブチ
レート、ビニルバレレート、ビニルヘキサノエート、ビニル２－メチルヘキサネート、ビ
ニル２－エチルヘキサノエート、ビニルイソ－オクタノエート、ビニルノナノエート、ビ
ニルネオデカノエート、ビニルデカノエート、ビニルベルサテート、ビニルラウレート、
ビニルパルミテート、ビニルステアレート、およびその混合物から選択され；前記１～３
０個の炭素原子を含むアルキル基を有する（メタ）アクリル酸のアルキルエステルが、ラ
ウリルメタクリレート　ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレート、およびそ
の混合物から選択され；前記会合性モノマーが、セチルポリエトキシル化メタクリレート
、セテアリルポリエトキシル化メタクリレート、ステアリルポリエトキシル化（メタ）ア
クリレート、アラキジルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ
ル化メタクリレート（ＢＥＭ）、セロチルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、モン
タニルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシル化（メタ）アク
リレート、およびその混合物；ならびにその混合物から選択される、前記項目のいずれか
に記載の組成物。
（項目１０）
前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテル
、ペンタエリスリトールのポリアリルエーテル、スクロースのポリアリルエーテル、およ
びその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１１）
前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレ
ート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ（
メタ）アクリレート、およびその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組
成物。
（項目１２）
前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、ペンタエリスリトールジアリルエーテル、ペン
タエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタエリスリトールテトラアリルエーテル；お
よびその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１３）
前記清浄組成物が、両性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、またはその混合物から選択
される界面活性剤をさらに含む、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１４）
前記少なくとも１つの界面活性剤が、陰イオン性界面活性剤および両性界面活性剤から選
択される、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１５）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤がエトキシル化されている、前記項目のいず
れかに記載の方法。
（項目１６）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が、平均して１～３モルのエトキシル化を含
む、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１７）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が、平均して１～２モルのエトキシル化を含
む、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１８）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が、ドデシル硫酸ナトリウム、硫酸アンモニ
ウムドデシル、ラウリル硫酸ナトリウム、トリデセス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アン
モニウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸アンモニウムまたはその混合物から選
択される、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１９）
前記少なくとも１つの両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、前記項目のい
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ずれかに記載の方法。
（項目２０）
前記少なくとも１つのポリマーおよび前記少なくとも１つの界面活性剤がエチレンオキシ
ド部分を実質的に含まない、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目２１）
前記界面活性剤の濃度が、降伏応力流体の重量に基づいて、２５重量％未満（活性）であ
る、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目２２）
前記界面活性剤の濃度が、全組成物の重量に基づいて、約６～約２０重量％（活性物質）
の範囲である、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目２３）
前記陰イオン性界面活性剤と前記両性界面活性剤（活性物質）の比が、１つの態様では１
０：１～約２：１であり、別の態様では９：１、８：１、７：１、６：１、５：１、４．
５：１、４：１、または３：１である、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目２４）
ポリマー固体の量が、全組成物の重量に基づいて、約１～約３重量％の範囲である、前記
項目のいずれかに記載の方法。
（項目２５）
前記ポリマーが分散ポリマーである、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目２６）
前記ポリマーを、９５～９９．５重量％の少なくとも１つのビニルラクタムとＣ１～Ｃ２

２カルボン酸の少なくとも１つのビニルエステルとの組み合わせから調製し、ここで、少
なくとも３０重量％の前記モノマーの組み合わせが、ビニルラクタム、０～５重量％の少
なくとも１つのＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート、任意選択的に５重量％まで
の会合性モノマーおよび／または半疎水性モノマー（前記重量％は、全モノマーの重量に
基づく）、および０．０１～１重量％の架橋性モノマー（乾燥ポリマーの重量に基づく）
から選択される、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
前記ビニルラクタムがＮ－ビニルピロリドンであり、前記ビニルエステルが、ビニルホル
メート、ビニルアセテート、ビニルプロピオネート、ビニルブチレート、ビニルイソブチ
レート、ビニルバレレート、ビニルヘキサノエート、ビニル２－メチルヘキサネート、ビ
ニル２－エチルヘキサノエート、ビニルイソ－オクタノエート、ビニルノナノエート、ビ
ニルネオデカノエート、ビニルデカノエート、ビニルベルサテート、ビニルラウレート、
ビニルパルミテート、ビニルステアレート、およびその混合物から選択され、前記Ｃ８～
Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートが、ラウリルメタクリレート　ステアリルメタクリ
レート、ベヘニルメタクリレート、およびその混合物；ならびにその混合物から選択され
る、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
前記分散ポリマーを、３０～９０重量％のＮ－ビニルピロリドン、１０～３５重量％のビ
ニルアセテート、ビニルプロピオネート、ビニルブチレート、ビニルイソブチレート、ビ
ニルバレレート、ビニルヘキサノエート、ビニル２－メチルヘキサネート、ビニル２－エ
チルヘキサノエート、ビニルイソ－オクタノエート、ビニルノナノエート、ビニルネオデ
カノエート、ビニルデカノエート、ビニルベルサテート、ビニルラウレート、ビニルパル
ミテート、およびビニルステアレートから選択されるビニルエステルの少なくとも１つ、
０～３５重量％のジメチルアクリルアミド、０．５～５重量％のラウリルメタクリレート
、ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレート、およびその混合物から選択され
るＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートを含むモノマー混合物から重合する、項目
２７に記載の方法。
（項目２９）
前記分散ポリマーを、Ｎ－ビニルピロリドン、ビニルアセテート、ならびにラウリルメタ



(7) JP 2016-505592 A5 2017.2.2

クリレート、ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレート、およびその混合物か
ら選択されるＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；ならびにその混合物を含むモ
ノマー混合物から調製する、項目２８に記載の方法。
（項目３０）
前記分散ポリマーを、６０～９０重量％のＮ－ビニルピロリドンを含むモノマー混合物か
ら重合する、項目２５～項目２９のいずれかに記載の方法。
（項目３１）
前記会合性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオキシ
アルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端
基ポーションを含む、項目２６～項目３０のいずれかに記載の方法。
（項目３２）
前記会合性モノマーが、以下の式ＶＩＩおよびＶＩＩＡ：
【化１４】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ

２ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは２価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり
；ＥはＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数で
あり、ｍは０または１であり、但し、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～約３０
の範囲である場合、ｍは１であり；Ｄはビニル部分またはアリル部分を示し；（Ｒ１５－
Ｏ）ｎは、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマー、また
はブロックコポリマーであり得るポリオキシアルキレン部分であり、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４

、Ｃ３Ｈ６、またはＣ４Ｈ８、およびその組み合わせから選択される２価のアルキレン部
分であり；ｎは、１つの態様では約２～約１５０、別の態様では約１０～約１２０、１つ
のさらなる態様では約１５～約６０の範囲の整数であり；Ｙは、－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５

ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝ア
ルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアル
キル置換フェニル、およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または
非置換のアルキルであり；Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニル基は、任意選択的
に、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基、スチリル基、およびハロゲン基から
なる群から選択される１つ以上の置換基を含む）によって示される、項目２６～項目３１
のいずれかに記載の方法。
（項目３３）
前記会合性モノマーが、以下の式ＶＩＩＡ：
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【化１５】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、およびＣ４

Ｈ８から独立して選択される２価のアルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の
整数を示し、（Ｒ１５－Ｏ）をランダム配置またはブロック配置で配置することができ；
Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環
式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニル、およびア
リール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであり、Ｒ
１６のアルキル基、アリール基、フェニル基は、任意選択的に、ヒドロキシル基、アルコ
キシル基、ベンジル基、スチリル基、およびハロゲン基からなる群から選択される１つ以
上の置換基を含む）によって示される、項目２６～項目３２のいずれかに記載の方法。
（項目３４）
前記半疎水性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオキ
シアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含む
基から選択される末端基ポーションを含む、項目２６～項目３３のいずれかに記載の方法
。
（項目３５）
前記半疎水性モノマーが、以下の式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化１６】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ

２ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは２価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり
；ＥはＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数で
あり、ｍは０または１であり、但し、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～約３０
の範囲である場合、ｍは１であり；（Ｒ１５－Ｏ）ｎは、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単
位のホモポリマー、ランダムコポリマー、またはブロックコポリマーであり得るポリオキ
シアルキレン部分であり、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、またはＣ４Ｈ８、およびその
組み合わせから選択される２価のアルキレン部分であり；ｎは、１つの態様では約２～約
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１５０、別の態様では約５～約１２０、１つのさらなる態様では約１０～約６０の範囲の
整数であり；Ｒ１７は、水素および直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ４アルキル基（例えば、
メチル、エチル、プロピル、イソ－プロピル、ブチル、イソ－ブチル、およびｔｅｒｔ－
ブチル）から選択され；Ｄはビニル部分またはアリル部分を示す）によって示される少な
くとも１つのモノマーから選択される、項目２６～項目３４のいずれかに記載の方法。
（項目３６）
前記半疎水性モノマーが、以下の式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
【化１７】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、１つの態様では、０または２～約
１２０、別の態様では約５～約４５、１つのさらなる態様では約１０～約．２５の範囲の
整数であり、「ｂ」は、１つの態様では約０または２～約１２０、別の態様では約５～約
４５、１つのさらなる態様では約１０～約．２５の範囲の整数であり、但し、「ａ」およ
び「ｂ」は、同時に０であってはならない）によって示される少なくとも１つのモノマー
から選択される、項目２６～項目３５のいずれかに記載の方法。
（項目３７）
ｂが０である、項目３６に記載の方法。
（項目３８）
前記会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、セチルポリエ
トキシル化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、
ステアリルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシル化（メタ
）アクリレート、ベヘニルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキ
シル化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシル化（メタ）アクリレート、メリ
シルポリエトキシル化（メタ）アクリレートから選択され、該モノマーのポリエトキシル
化ポーションが、約２～約５０個のエチレンオキシド単位を含み、前記半疎水性モノマー
が、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレートまたはポリエチレングリコー
ル（メタ）アクリレートから選択され、該モノマーのポリエトキシル化ポーションが、約
２～約５０個のエチレンオキシド単位を含む、項目２６～項目３７のいずれかに記載の方
法。
（項目３９）
前記架橋剤が、平均３個の架橋可能な不飽和官能基を有するモノマーから選択される、項
目２６～項目３８のいずれかに記載の方法。
（項目４０）
前記架橋剤がペンタエリスリトールトリアリルエーテルである、項目２６～項目３９のい
ずれかに記載の方法。
（項目４１）
前記分散ポリマーを立体安定剤ポリマーの存在下で調製する、項目２５～項目４０のいず
れかに記載の方法。
（項目４２）
前記立体安定剤が、Ｎ－ビニルピロリドン／ステアリルメタクリレート／ブチルアクリレ
ートのコポリマー、Ｃ２０～Ｃ２４アルキル置換無水コハク酸とグリセリンおよび／また
は２～６グリセリン単位を含むポリグリセロールから選択されるポリオールとの反応生成
物のエステル、およびその混合物から選択される、項目４１に記載の方法。
（項目４３）
界面活性剤の混合物を含み、少なくとも７５重量％の前記界面活性剤の混合物が、エチレ
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ンオキシド部分を含む界面活性剤から構成される、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目４４）
前記組成物が、
ａ）水；
ｂ）モノマー混合物であって、
　ｉ）６０～９０重量％のＮ－ビニルピロリドン（総モノマー重量に基づく）；
　ｉｉ）１０～３５重量％のビニルアセテート、ビニルプロピオネート、ビニルブチレー
ト、ビニルイソブチレート、ビニルバレレート、ビニルヘキサノエート、ビニル２－メチ
ルヘキサネート、ビニル２－エチルヘキサノエート、ビニルイソ－オクタノエート、ビニ
ルノナノエート、ビニルネオデカノエート、ビニルデカノエート、ビニルベルサテート、
ビニルラウレート、ビニルパルミテート、およびビニルステアレートから選択されるビニ
ルエステルの少なくとも１つ（総モノマー重量に基づく）；
　ｉｉｉ）０または０．５～５重量％のオクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキ
シル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレ
ート、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシ
ル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、およびベヘニル（メタ）ア
クリレートから選択されるＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；
　ｉｖ）０または０．５～４．５重量％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／また
は半疎水性モノマー（前記重量％は、全モノマーの重量に基づく）
　ｖ）１つの態様では０．０１～１重量％、または０．１～０．３重量％の少なくとも１
つの架橋剤（ポリマーの乾燥重量に基づく）；
を含むモノマー混合物から調製した１～５重量％の少なくとも１つの非イオン性の両親媒
性分散ポリマー；および
ｃ）６～２０重量％の陰イオン性界面活性剤および両性界面活性剤を含む界面活性剤混合
物
を含み、但し、少なくとも１つのモノマーｉｖ）およびｖ）が存在しなければならず、モ
ノマーｉｉｉ）およびｉｖ）の両方が前記モノマー混合物中に存在する場合、前記モノマ
ーｉｉｉ）とｉｖ）との重量の組み合わせが全モノマー混合物の重量の５重量％を超えて
はならないものとする、項目２５～４３のいずれかに記載の方法。
（項目４５）
前記少なくとも１つのビニルエステルが、ビニルアセテート、ビニルデカノエート、また
はその混合物から選択される、項目４４に記載の方法。
（項目４６）
前記少なくとも１つの会合性モノマーがベヘニルポリエトキシル化メタクリレートであり
、前記半疎水性モノマーがメトキシポリエチレングリコールメタクリレートである、項目
４４または４５に記載の方法。
（項目４７）
前記少なくとも１つのＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートモノマーが、ラウリル
メタクリレート、ステアリルメタクリレート、またはその混合物から選択される、項目４
４～４６のいずれかに記載の方法。
（項目４８）
前記会合性モノマーおよび／または半疎水性モノマーが２～３０モルのエトキシル化を含
む、項目４４～４７のいずれかに記載の方法。
（項目４９）
前記陰イオン性界面活性剤が、１つの態様では平均して１～３モルのエトキシル化または
別の態様では平均して１～２モルのエトキシル化を含む、項目４４～４８のいずれかに記
載の方法。
（項目５０）
前記陰イオン性界面活性剤と前記両性界面活性剤の比が、約１０：１～約２：１（重量／
重量）の範囲である、項目４４～４９のいずれかに記載の方法。
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（項目５１）
前記陰イオン性界面活性剤が、ドデシル硫酸、ラウリル硫酸、ラウレス硫酸のナトリウム
塩またはアンモニウム塩、またはその混合物から選択される、項目４４～５０のいずれか
に記載の方法。
（項目５２）
前記両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、項目４４～５１のいずれかに記
載の方法。
（項目５３）
前記組成物の降伏応力が０Ｐａ以上である、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５４）
前記組成物の降伏応力が少なくとも０．１Ｐａまたは少なくとも０．５Ｐａである、前記
項目のいずれかに記載の方法。
（項目５５）
前記組成物の降伏応力が少なくとも１Ｐａである、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５６）
前記組成物が、０．５ｍｍと１．５ｍｍとの間のサイズのビーズを２３℃で少なくとも１
ヶ月間懸濁することができ、該ビーズ材料と水との間の比重の差が＋／－０．０１と＋／
－０．５との間である、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５７）
前記組成物が、０．５μｍと３００μｍとの間のサイズのマイクロカプセルを２３℃で少
なくとも１ヶ月間懸濁することができ、マイクロカプセルビーズと水との間の比重の差が
＋／－０．２と＋／－０．５との間である、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５８）
前記降伏応力が、ｐＨ２～１４の範囲で実質的にｐＨと無関係である、前記項目のいずれ
かに記載の方法。
（項目５９）
前記降伏応力が、ｐＨ３～１０の範囲で実質的にｐＨと無関係である、前記項目のいずれ
かに記載の方法。
（項目６０）
前記清浄組成物が、シャンプー、ベビー用シャンプー、ボディウォッシュ、シャワージェ
ル、液体ハンドソープ、液体食器用洗剤、ペット用清浄製品、加湿清浄ワイプ、または顔
用清浄剤から選択される、前記項目のいずれかに記載の方法。
　発明の概要
　本発明は、含有する刺激の強い清浄界面活性剤によって誘導される刺激を緩和するため
の穏やかな洗浄組成物および浄化組成物ならびに方法を提供する。調合物中に含まれる刺
激の強い清浄界面活性剤の刺激作用を緩和するために調合物中に少なくとも１つの非イオ
ン性の両親媒性ポリマーを組み込むことによって、優れた清浄性を有するより穏やかな洗
浄組成物を得ることができることを発見した。


	header
	written-amendment

